
主な内容
●新年のごあいさつ
●広告バナーを募集します！
由布川幼稚園で行われたお餅つき。
表紙は、つきたてのお餅を嬉しそうに食べる園児の様子。

今
年
も
１
年

　
元
気
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
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市政ニュース
住
ん
で
良
し
訪
れ
て
良
し
の
保
養
地
（
ク
ア
オ
ル
ト
）
づ
く
り

　
２
月
３
日
㈬
～
４
日
㈭
の
２
日
間
の
日
程
で
日
本
ク
ア
オ
ル
ト
協
議
会
の
大

会
が
由
布
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
【
場
所
】

　
　
湯
布
院
健
康
温
泉
館　
ク
ア
ー
ジ
ュ
ゆ
ふ
い
ん

　
【
第
１
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
　
日
時　
２
月
３
日
㈬

　
　
午
後
２
時
～　
　
　
開
会
式

　
　
午
後
２
時
30
分
～　
分
科
会

　
【
第
２
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
※
一
般
参
加
可
・
参
加
費
無
料

　
　
日
時　
２
月
４
日
㈭

　
　
午
前
９
時
～　
　
　
分
科
会
報
告

　
　
午
前
９
時
30
分
～　
基
調
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
題「
ア
ー
ト
・
エ
ン
ジ
ン
に
向
か
っ
て（
仮
題
）」

講
師　
中
谷　
健
太
郎　
氏　

　
　
午
前
11
時
～　
　
　
各
自
治
体
取
り
組
み
発
表

　
　
正
午
～　
　
　
　
　
閉
会
式

●
日
本
ク
ア
オ
ル
ト
協
議
会
と
は
…

　
由
布
市
を
含
む
７
自
治
体
が
連
携
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
地
域
住
民
や

来
訪
者
の
健
康
増
進
を
図
る
質
の
高
い
滞
在
型
の
健
康
保
養
地
で
あ
る
「
日

本
型
ク
ア
オ
ル
ト
」
の
拡
充
、
発
展
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
日
本
型
ク
ア
オ
ル
ト
と
は
…

　
日
本
の
風
土
や
社
会
風
習
・
伝
統
文
化
に
適
合
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資

源
を
活
用
し
な
が
ら
、
医
科
学
的
な
裏
付
け
を
持
つ
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
す
る
滞
在
型
で
質
の
高
い
生
活
環
境
を
有
し
た
健
康
保
養
地
。

●
参
加
自
治
体

　
大
分
県
由
布
市
・
山
形
県
上
山
市
・
和
歌
山
県
田
辺
市
・
石
川
県
珠
洲
市
・

　
新
潟
県
妙
高
市
・
秋
田
県
三
種
町
・
島
根
県
大
田
市

●
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課
（
庄
内
庁
舎
）　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
１
１

日
本
ク
ア
オ
ル
ト
協
議
会
由
布
市
大
会

２０16新年のごあいさつ
由布市議会 議長

溝 口  泰 章
由布市長

首 藤  奉 文
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
な
新
春
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
市
議
会
の
活
動
に
対

し
ま
し
て
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
由
布
市
を
取
り
巻
く
社
会
・
経

済
的
状
況
は
、
ま
さ
に
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
の
複
合
的
影
響
を
受
け
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
の
中
で
地
方
創
生
・
地
域
活

性
化
の
糸
口
を
見
い
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い

時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
歴
史
的
事
実
を
受
け
、
由
布
市
と

し
て
こ
れ
か
ら
い
か
に
戦
略
的
計
画
を
打

ち
立
て
、
か
つ
具
体
的
戦
術
を
行
使
し
て

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。　
　
　
　

　

皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
市
制
施
行
10
周
年
を
皆
さ
ま

と
祝
福
し
、
未
来
へ
向
け
た
新
た
な
出
発

点
と
し
て
由
布
市
の
歴
史
に
1
ペ
ー
ジ
を

綴
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

ひ
と
え
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
由
布
市
へ
の

愛
情
あ
る
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向
か
う
由
布
市
は
、

「
第
二
次
由
布
市
総
合
計
画
」
お
よ
び
人

口
減
少
の
抑
制
と
地
方
創
生
に
係
る
取
組

を
示
し
た
「
由
布
市
総
合
戦
略
」
を
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

解
決
を
図
る
の
か
、
今
後
10
年
間
に
わ
た

る
「
第
２
次
由
布
市
総
合
計
画
」
の
下
で

由
布
市
独
自
の
施
策
展
開
を
し
て
こ
の
危

機
的
状
況
か
ら
の
脱
却
を
果
た
す
の
か
が

皆
さ
ま
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
あ
る
か
ら

こ
そ
議
会
は
是
は
是
、
非
は
非
の
立
場
で

緊
張
関
係
を
保
持
し
な
が
ら
、
執
行
部
と

知
恵
を
出
し
あ
い
、
市
勢
繁
栄
と
充
実
を

目
指
し
て
互
い
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が

肝
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
の
社
会
状
況
は
ま
さ
に
自
治
体
の

生
存
を
か
け
た
闘
い
で
あ
り
、
そ
こ
で
は

議
会
の
果
た
す
べ
き
監
視
機
能
と
政
策

提
言
機
能
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
議
員
ひ
と
り
ひ
と

2
つ
の
施
策
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業
を
各
分
野

で
展
開
し
、「
地
域
自
治
を
大
切
に
し
た
、

住
み
良
さ
日
本
一
の
ま
ち
」
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
本
年
は
、
現
在
建
設
中
の
庄
内
庁

舎
増
築
工
事
を
完
成
さ
せ
た
後
、
組
織
再

編
計
画
に
基
づ
き
7
月
か
ら
、
市
の
行
政

体
制
を
本
庁
舎
方
式
へ
移
行
し
ま
す
。
今

ま
で
各
庁
舎
に
分
散
し
て
い
た
組
織
を
統

合
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
政
策
決
定
を

行
い
、
機
動
力
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
で
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
と

期
待
に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

更
に
、
住
む
人
も
訪
れ
る
人
も
癒
し
の

空
間
を
共
有
で
き
る
、「
お
も
て
な
し
の

心
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
由
布
市
を
創
造
し
て

り
が
そ
の
責
務
を
果
た
し
負
託
に
応
え
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

議
員
各
々
が
理
性
と
知
性
を
わ
が
身
に
備

え
、
議
場
に
お
い
て
は
秩
序
あ
る
真
摯
な

態
度
で
議
論
し
議
決
に
臨
む
。
そ
ん
な
品

格
あ
る
市
議
会
を
築
き
上
げ
て
い
く
必
要

と
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

議
員
一
同
が
そ
の
共
通
認
識
の
下
、

日
々
研
鑽
を
重
ね
、
開
か
れ
た
議
会
と
い

う
皆
さ
ま
と
の
情
報
交
換
機
能
を
果
た
し

な
が
ら
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
力
強
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
こ
の
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸

多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

い
く
た
め
、
先
ず
は
、

「
観
光
情
報
発
信
拠
点

の
整
備
」
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

由
布
市
が
こ
れ
か
ら
も
「
発

展
」
い
た
し
ま
す
よ
う
、
そ
し
て

市
民
の
皆
さ
ま
が
笑
顔
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
ま
す
よ
う
、
全
力
を

注
い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
平
和
で
明
る
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
願
い
ま
す
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
が
健
康
で
、
そ
し
て
笑
顔
あ
ふ
れ
、

心
安
ら
か
に
暮
ら
せ
る
年
に
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

由
布
市
で
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
お
よ
び
行
政
資
産
の
有

効
活
用
と
し
て
、「
由
布
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
上
で
広
告
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
28
年
度
の
広
告

主
さ
ま
を
新
規
募
集
し
て
い
ま

す
。
申
込
方
法
や
募
集
枠
等
、

詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
掲
載
ペ
ー
ジ　
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
広
告
の
種
類
と
規
格

　
バ
ナ
ー
（
画
像
）
広
告

　
縦
50
ピ
ク
セ
ル　
横
１
３
５
ピ
ク
セ
ル　
容
量
４
Ｋ
Ｂ
以
内

　
形
式
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
（
ア
ニ
メ
は
不
可
）

※
画
像
に
は
広
告
主
の
名
称
（
店
名
）
を
必
ず
含
む
も
の
と
し
ま
す
。

●
月
額
広
告
料　
１
０
，
０
０
０
円
（
１
枠
／
１
ヵ
月
）

※
広
告
料
は
税
込
み
で
す
。
掲
載
月
数
を
一
括
払
い
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
集
枠
数　
４
枠

●
掲
載
期
間　
期
間
に
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
ヵ
月
単
位
で
の
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　
随
時

●
申
込
方
法　
由
布
市
有
料
広
告
掲
載
枠
購
入
資
格
審
査
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
総
務
課
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
由
布
市
有
料
広
告
掲
載
枠
購
入
資
格
審
査
申
請
書
の
様
式
は
由
布
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
総
務
課
（
庄
内

庁
舎
）
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
８
）

　
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.city.yufu.oita.jp/ 

広
告
バ
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
！

防災ラジオの起動試験のお知らせ　１月２５日（月）正午～
由布市防災ラジオの受信状況や動作確認を行うため、起動試験放送を実施します。

防災ラジオの電源の確認と、受信状態の確認をお願いします。
●問い合わせ　防災安全課（庄内庁舎）　☎０９７－５８２－１１１１
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市政ニュース

⑸
採
用
の
必
要
が
あ
る
時
に
、
候
補
者
名
簿

登
録
者
の
中
か
ら
選
考
し
通
知
し
ま
す
。

※
登
録
期
間
は
1
年
間
と
し
ま
す
。

３
．
勤
務
条
件
等
に
つ
い
て

⑴
賃
金　
業
務
内
容
に
よ
り
、
異
な
り
ま
す
。

⑵
勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
が
、
職
場
に

よ
っ
て
は
勤
務
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

⑶
平
成
28
年
７
月
に
本
庁
舎
移
行
に
伴
い
勤

務
地
が
移
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑷
そ
の
他

・
休
日
等　
原
則
と
し
て
、
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
が
休
日
と
な
り
ま
す
（
職
場
に

よ
っ
て
は
、
休
日
が
異
な
り
ま
す
）
。

・
休
暇
等　
由
布
市
の
規
定
に
よ
り
、
年

次
有
給
休
暇
等
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

・
社
会
保
険
等　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
人
事
職
員
課
職
員
係
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
１
１

　
（
内
線
３
３
１
、３
３
２
）

　
〒
８
７
９
ー
５
４
９
８

　
由
布
市
庄
内
町
柿
原
３
０
２
番
地

　
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１

　
（
内
線
２
２
３
、２
３
５
）

　
〒
８
７
９
ー
５
１
９
２

　
由
布
市
湯
布
院
町
川
上
３
７
３
８
番
地
１ 

※
申
込
用
紙
に
つ
い
て
は
、
各
振
興
局
の
地

域
振
興
課
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

由 布 市

皆さんの申し込みを
お待ちしています。

職 種  応 募 条 件 ・ 業 種 内 容 等 勤 務 地 採用予定者数 年 齢  

市
長
部
局

事 務 補 助 員 簡単なパソコン操作ができる者 各 庁 舎 10人程度 59歳まで
電 話 交 換 手 課の条件による 各 庁 舎 ５人程度 64歳まで
人 権 啓 発 指 導 員 人権同和教育に携わっている学識経験者 湯 布 院 １人程度 64歳まで

徴 収 補 助 員 税の訪問徴収による滞納整理等の徴収業
務 湯 布 院 １人程度 64歳まで

農 業 推 進 支 援 員 農業普及指導員または営農指導員資格取
得者、実務経験者 挾　　 間（※） １人程度 64歳まで

施 設 管 理 員 施設の条件による 挾 間 ・ 庄 内 ２人程度 64歳まで

指 導 監 査 事 務 員 企業、法人会計等の実務経験者または知
識のある者 湯 布 院（※） １人程度 64歳まで

就 労 支 援 員 簡単なパソコン操作ができる者 湯 布 院（※） １人程度 64歳まで
レ セ プ ト 点 検 員 医療事務技能資格取得者 湯 布 院（※） １人程度 64歳まで
家 庭 相 談 員 児童を抱える保護者の相談・指導業務 湯 布 院（※） １人程度 64歳まで

訪 問 指 導 員 看護師免許取得者
（※ 普通自動車免許取得者）

市　　内
（ 保 険 課 ） ２人程度 64歳まで

介 護 認 定 調 査 員
看護師または保健師免許取得者、もしく
は介護支援専門員資格取得者（※ 普通自
動車免許取得者）

各 庁 舎 ６人程度 64歳まで

保 健 師 保健師免許取得者 各 庁 舎 ３人程度 64歳まで
看 護 師 看護師免許取得者 湯 布 院（※） １人程度 64歳まで
社 会 福 祉 士 社会福祉士免許取得者 湯 布 院（※） １人程度 59歳まで
業 務 補 助 員 施設の条件による

湯 布 院
（健康温泉館）

３人程度 64歳まで
フ ロ ン ト 業 務 施設の条件による ４人程度

64歳まで
清 掃 業 務 施設の条件による ２人程度
火 葬 場 管 理 人 危険物・ボイラー取り扱い経験者 庄内・湯布院 ４人程度 64歳まで
作業員・技術補助員 現場の条件による 市 内 12人程度 64歳まで

勤務地に（※）の印がある職種については、本庁舎移行に伴い７月から勤務地が庄内庁舎に移動します。

職 種  応 募 条 件 ・ 業 種 内 容 等 勤 務 地 採用予定者数 年 齢  

教
育
委
員
会
部
局

市 立 学 校 臨 時 講 師 教育免許資格者 市 内 22人程度 64歳まで

小学校英語指導助手 英語でコミュニケーションが取れる者
（就労活動に制限のない者） 市 内 ３人程度 59歳まで

学 校 図 書 室 司 書 司書資格者 市 内 13人程度 59歳まで
学 校 校 務 員 学校の条件による 市 内 ６人程度 59歳まで
特 別 支 援 員
（ 兼 校 務 員 ） 学校の条件による 市 内 12人程度 59歳まで

幼 稚 園 臨 時 教 諭 幼稚園教諭資格者 市 内 ５人程度 64歳まで
幼稚園特別支援教諭 幼稚園教諭資格者 市 内 ６人程度 64歳まで
幼稚園預かり保育士 幼稚園教諭資格者 市 内 ５人程度 64歳まで

臨 時 調 理 員 調理師免許取得者優遇
（月 12 日～ 14 日程度の勤務）

庄　　内
（学校給食センター） 10人程度 59歳まで

事 務 補 助 員 簡単なパソコン操作ができる者 市 内 14人程度 59歳まで
未 来 館 技 師 施設の条件による 挾 間 １人程度 59歳まで
図 書 館 司 書 司書資格者 市 内 ９人程度 59歳まで
施 設 管 理 員 施設の条件による 市 内 ２人程度 64歳まで

平成28年度 由布市臨時的任用および嘱託職員の登録受付内容

※年齢条件は、平成28年4月1日現在

　由布市では、市の各庁舎および施設において事務補助、作業等を行う臨時・嘱託職員の採用候補者の登
録を受け付けます。この登録は、必要な業務に応じて雇用するものであり、必ずしも雇用を約束するもの
ではありません。

由布市 臨時的任用職員・嘱託職員の
登録受付について

１
．
申
込
方
法
等

⑴
人
事
職
員
課
、
各
振
興
局
に
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
を

添
付
の
う
え
希
望
す
る
職
種
を
優
先
順
に

記
入
）
し
、
住
所
、
氏
名
を
書
い
た
官
製

ハ
ガ
キ
を
同
封
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
郵

送
（
封
筒
の
表
に
「
臨
時
職
員
希
望
」
と

朱
書
き
）
で
人
事
職
員
課
職
員
係
（
教
育

委
員
会
関
係
は
教
育
総
務
課
総
務
係
）
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
ハ
ガ
キ
は
面

接
日
程
等
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
）。

※
資
格
を
有
す
る
職
種
は
、
資
格
証
明
書
等

の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
社
、
団
体
で
の
お
申
し
込
み
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。

⑵
申
込
受
付
期
間

・
平
成
28
年
１
月
８
日
㈮
か
ら
平
成
28
年

１
月
27
日
㈬
ま
で

・
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

  

（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
） 

・
郵
送
の
場
合
は
、
平
成
28
年
１
月
27
日

㈬
ま
で
の
消
印
有
効
で
す
。  

２
．
候
補
者
名
簿
登
録
に
つ
い
て

⑴
個
人
面
接
ま
た
は
集
団
面
接
を
実
施
し
ま

す
。

⑵
面
接
日
は
、
2
月
6
日
㈯
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

⑶
雇
用
期
間
は
、
最
長
1
年
で
す
。

⑷
応
募
多
数
の
場
合
は
、
由
布
市
内
在
住
者

を
優
先
し
ま
す
。 

45 2016. １　市報ゆふ 市報ゆふ　2016. １



市政ニュース

●場所　確定申告会場（大分商工会議所ビル６階）
　※確定申告に関するお問い合わせは大分税務署へ。
●税理士会大分支部による確定申告無料相談と受付
　（給与所得のある方の還付申告を対象）
　期　　間　２月９日㈫～２月15日㈪ ＊祝日を除く
　受付時間　午前９時～午前11時、午後１時～午後３時
●所得税・消費税（個人事業者）・贈与税の申告相談と受付
　期間　２月16日㈫～３月15日㈫

※土曜日・日曜日は開設していませんが、２月21日㈰および
　２月28日㈰は、通常どおり開設します。

　受付時間　午前９時～午後４時
※確定申告会場に関するお問い合わせは、大分税務署（☎097−532−4171：自動音声案内）へお願

いします（大分商工会議所へのお問い合わせはご遠慮ください）。
確定申告会場（大分商工会議所ビル６階）は、２月９日㈫からの開設となりますので、ご注意ください。
なお、大分税務署内には確定申告会場は開設しておりません。

申告相談内容 申告会場 申告日（期間） 受付時間
年金収入のみの方　　　

（国民年金・厚生年金・
共済年金等）

挾間庁舎４階大会議室 ２月９日㈫・10日㈬

午前の部
午前９時～午前 11 時

受付

午後の部
午後１時～午後４時

受付

湯布院コミﾕニティセンター ２月12日㈮
庄内庁舎３階大会議室 ２月15日㈪

市県民税
確定申告

庄内庁舎３階大会議室
２月16日㈫〜３月15日㈫湯布院コミﾕニティセンター

挾間庁舎４階大会議室
税理士による無料申告相
談（南九州税理士会より
税理士が派遣されます）

庄内庁舎３階大会議室 ２月17日㈬〜２月19日㈮
湯布院コミﾕニティセンター ２月17日㈬〜２月19日㈮
挾間庁舎４階大会議室 ２月16日㈫〜２月19日㈮・22日㈪

※土曜日・日曜日の開設はしませんが、２月28日㈰に限り各会場で開設します。
※挾間申告会場は、挾間庁舎４階大会議室で開設します（はさま未来館では、開設しませんのでご注意く

ださい）。
●問い合わせ　税務課市民税係（庄内庁舎）　☎097−582−1111（内線145・146）

※確定申告における用紙等は税務署や市役所窓口に用意していますが、国税庁ホームページからもダウン
ロードできます。

●問い合わせ　大分税務署　☎097−532−4171（自動音声案内）

平成27年分所得税等確定申告のご案内

市県民税・確定申告相談日と会場のお知らせ

舞鶴橋

大
分
川

中島三条

城崎 舞鶴町
バス停

消防局

国道197号

城址
公園

日本銀行県庁

農業会館

確定申告会場
大分商工会議所ビル（6階）

※確定申告会場をご利用の際には、公共交通
機関でお越しください。なお、最寄りのバ
ス停は、「舞鶴町」です。

●自宅で申告書を作成できます
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面案内に従っ
て金額等を入力することにより、確定申告書等を作成することができます。
税務署へは、①電子申告（e-Tax）でデータを送信、または②印刷して提出の
いずれかにより申告できます。
　詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）やe-Taxホームペー
ジ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

●申告書を郵送する場合　大分税務署（〒870-8616　大分市中島西１丁目１番32号）
※申告書の控えに収受日付印が必要な場合は、控えと切手を貼付した返信用封筒を同封してください

（税務署の文書収受箱へ投函する場合も同様です）。
　なお、後日、申告書の控えのみをお持ちいただいても、収受日付印は押印できませんのでご注意く

ださい。

「
償
却
資
産
の
申
告
」は
お
早
め
に

　
会
社
や
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
が
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
を
「
償
却
資
産
」
と
い
い
、

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
の
「
償
却
資
産
」
の
所
有
状
況
を
２
月
１
日
㈪
ま
で
に
、

平
成
28
年
度
申
告
書
と
し
て
税
務
課
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
償
却
資
産
の
具
体
例

資
産
の
種
類

主
な
償
却
資
産
の
例
示

構
築
物

舗
装
路
面
、
広
告
塔
、
門
、
塀
な
ど

機
械
お
よ

び
装
置

太
陽
光
発
電
設
備
（
注
１
）
や
、
各
種
製
造
設
備
等
の
機
械
お
よ
び
装
置

な
ど

船
舶
・
航

空
機

船
・
飛
行
機
・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど

車
両
お
よ

び
運
搬
具

大
型
特
殊
車
両
、
構
内
運
搬
車
な
ど

※
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
物
は
除
く

工
具
、
器

具
お
よ
び

備
品

事
務
用
機
器
（
複
写
機
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）、
エ
ア
コ
ン
、
陳
列
ケ
ー
ス
、

医
療
用
機
器
、
自
動
販
売
機
な
ど

（
注
1
）
太
陽
光
発
電
設
備
の
新
規
取
得
者
で
、
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
６
条
第
２
項
に
基
づ
き
経
済
産

業
省
（
九
州
経
済
産
業
局
発
行
）
か
ら
「
10 

kW
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
設

備
認
定
通
知
書
」
の
認
定
・
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
特
例
が
あ
り
ま
す
の

で
、
写
し
を
添
付
し
提
出
し
て
下
さ
い
。

・
今
回
の
申
告
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
対
応
用
の
申
告
書
に
変
更
し
て
い
ま
す
の

で
法
人
13
桁
、
個
人
12
桁
を
左
記
か
ら
確
認
し
番
号
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
法
人
13
桁
番
号
は
「
法
人
番
号
指
定
通
知
書
」
ま
た
は
、「
国
税
庁
法
人
番
号
公
表

サ
イ
ト
（http://w

w
w

.houjin

）
」

※
個
人
12
桁
番
号
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド（
紙
面
）」
ま
た
は
、「
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）カ
ー
ド
」

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
資
産
税
係
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１ 

（
内
線
１
３
９
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
券
の
有
効
期
限
は
平
成
28
年
3
月
31
日
㈭
ま
で
で
す
。

　
す
で
に
生
活
習
慣
病
等
の
治
療
を
定
期
的
に
さ
れ
て
い
る
方
や
、
本
年
度
特
定
健
診

ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
必
ず
し
も
受
診
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
健
診
を
受
け
る
際
に
持
参
す
る
も
の

　
健
康
診
査
受
診
券
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

●
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　
☎
０
９
７

－

５
３
４

－

１
７
７
１
（
代
表
）

　
保
険
課
保
険
係
（
湯
布
院
庁
舎
）　
　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
内
線
３
３
７
・
３
３
８
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
診
査
は
受
け
ま
し
た
か
？

●
送
付
の
お
知
ら
せ

　
確
定
申
告
や
市
県
民
税
の
申
告
に
必
要
な
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
（
平
成
27
年
中

に
納
付
し
た
国
民
健
康
保
険
税
額
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
・
介
護
保
険
料
額
の

証
明
書
）
は
、
１
月
中
旬
に
郵
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別
徴
収
対
象
者

の
方
で
、
年
金
か
ら
の
支
払
い
を
さ
れ
た
保
険
税
・
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
各
年
金
保

険
者
（
日
本
年
金
機
構
等
）
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
証

明
額
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
税・後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
課
保
険
係
（
湯
布
院
庁
舎
）　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
３
２
・
３
３
３
）

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

健
康
増
進
課
介
護
保
険
係
（
湯
布
院
庁
舎
）

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
５
３
・
３
５
４
）

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
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お
お
い
た
子
育
て

ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
由
布
市
湯
布
院
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

食
堂
業
務
の
受
託
業
者
を
募
集

　
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
応
援
し
た
い
！

　
地
域
の
子
ど
も
と
、
も
っ
と
ふ
れ
合
い
た
い
！

　
な
に
よ
り
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
大
好
き
！！
と
い
う
20
代

か
ら
70
代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
男
性
・
女
性
約
40
人
の

か
た
が
た
が
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

子
ど
も
と
ふ
れ
合
う
こ
と
の
楽
し
さ
や
子
育
て
・
孫
育
て

に
も
活
か
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ツ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
由
布
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域

全
体
で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
市
民
総

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
で
す
。

　

講
座
は
、
12
月
４
日
の
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
心
構

え
（
講
師
：
利
光
恵
子
主
任
児
童
委
員
）
」
を
皮
切
り
に
、
２
月
19
日
ま
で
の
全
６
回

の
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
子
ど
も
と
楽
し
む
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
、
簡
単
な
調
理
実
習
を

通
じ
た
食
と
栄
養
に
つ
い
て
、
ま
た
、
も
し
も
の
時
の
緊
急
対
応
や
病
気
の
看
護
に
つ

い
て
の
知
識
を
習
得
す
る
講
座
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
４
回
講
座
で
は
〝
子
育
て
を
支
え
合
う
人
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
〟
と
題
し
て
、
講

座
の
受
講
生
と
、
子
育
て
真
っ
最
中
で
困
っ
た
時
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
な
ぁ
と
感

じ
て
い
る
か
た
が
た
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
育
て
の
感
動
や
楽
し
さ
を
実
感
し
な
が
ら
も
不
安
や
悩
み
も
抱
え
て
い
る
こ
と
を

共
有
し
、
支
え
る
側
、
支
え
ら
れ
る
側
で
交
流
し
な
が
ら
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
ま
せ
ん
か
？
参
加
者
は
ま
だ
ま
だ
募
集
し
て
い
ま
す
！
ぜ
ひ
と
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
第
４
回
〝
子
育
て
を
支
え
合
う
人
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
〟

　
1
月
30
日
㈯
午
前
10
時
～
午
前
11
時
45
分　
庄
内
庁
舎
3
階
大
会
議
室

　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）：
別
府
大
学
短
期
大
学
部　
佐
藤　
慶
子
教
授

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
０
２
）

子
育
て
を
応
援
す
る

“
コ
ツ
”学
ん
で
い
ま
す
！

　
由
布
市
で
は
、昨
年
８
月
か
ら
、就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
を
対
象
に
「
お

お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
ま
し
た

　
１
月
４
日
か
ら
ク
ー
ポ
ン
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
訪
問
看
護
・
育
児
、
ス
ポ
ッ
ト
託
児

サ
ー
ビ
ス

提
供
機
関
り
ん
く
る
ナ
ー
ス　
ナ
ー
シ
ン
グ
サ
ロ
ン
湯
布
院

サ
ー
ビ
ス
概
要
保
護
者
の
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
等
、
育
児
が
困
難
な
と
き
に
日
常
的

な
家
事
の
援
助
や
訪
問
育
児
の
実
施
、
ま
た
、
託
児
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
を
し
ま
す
。

利
用
対
象
者
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

備

考
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
現
物
払
い
（
ク
ー
ポ
ン
で
支
払
い
）
可
能
で

す
。
※
由
布
市
で
発
行
さ
れ
た
ク
ー
ポ
ン
の
み
利
用
可
能
。

●
ま
だ
ク
ー
ポ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
保
護
者
の
方
へ

　
ク
ー
ポ
ン
の
対
象
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
、
現
物
払
い
・
償
還
払
い
を
問
わ
ず
、

事
前
に
ク
ー
ポ
ン
の
受
け
取
り（
申
請
）が
必
要
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

や
読
み
聞
か
せ
絵
本
の
購
入
な
ど
を
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
ク
ー
ポ
ン
を
受
け
取
ら
れ
て

か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
保
護

者
の
方
は
、
ク
ー
ポ
ン
の
受
け
取
り（
申
請
）期
限
が
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭
ま
で
と
、

残
り
わ
ず
か
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
お
住
ま
い
の

住
所
地
の
庁
舎
へ
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
一
度
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
た
ク
ー
ポ
ン
は
平
成
30
年
３
月
31
日
（
一
部
除
く
）
ま

で
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
０
３
）

●
住
所　
由
布
市
湯
布
院
町
川
西
１
２
０
０
番
地
１

●
名
称　
由
布
市
湯
布
院
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
受
託
期
間　
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

●
受
託
内
容　
利
用
者
の
食
事
提
供（
朝
食
、昼
食
、夕
食
）年
間
約
３
５
，
０
０
０
食

　
　
　
　
　
　
た
だ
し
、
注
文
が
な
い
場
合
は
、
食
事
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
条
件

・
由
布
市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

 

（
事
業
所
と
は
、
収
入
を
得
て
働
く
従
業
者
が
お
り
、
郵
便
物
等
が
届
く
こ
と
）

・
仕
出
し
業
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と

 

（
仕
出
し
と
は
、
注
文
に
応
じ
て
料
理
を
作
っ
て
配
達
す
る
こ
と
）

・
利
用
者
の
食
事
提
供
能
力
（
最
大
：
３
４
０
食
／
回
、
１
，
０
２
０
食
／
1
日
）

を
有
す
る
も
の

・
受
託
内
容
（
仕
様
書
）
の
遵
守
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
確
認
の
事
）

左
記
は
、
決
定
後
で
す
。

・
営
業
許
可
証
の
取
得
が
で
き
る
こ
と

・
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
者
が
在
籍
し
て
い
る
こ
と

・
食
品
衛
生
事
故
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

　
希
望
者
は
、
所
定
の
申
請
書
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

に
記
入
の
う
え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
提
出
締
切　
１
月
29
日
㈮

●
問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
係

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

２
１
３
０　
FAX
０
９
７
７

－

８
４

－

２
１
２
９

市政ニュース

　
Ｊ
Ｒ
九
州
株
式
会
社
大
分
支
社
か
ら
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
鉄
道
事
業
の

厳
し
い
状
況
に
よ
り
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
小
野
屋
駅
（
委
託
駅
）
を
無
人
化
す
る
と

の
説
明
が
由
布
市
に
あ
り
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
防
犯
や
利
便
性
等
の
点
か
ら

も
駅
の
簡
易
委
託
等
に
つ
い
て
、
由
布
市
と
Ｊ
Ｒ
九
州
株
式
会
社
大
分
支
社
と
で
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課
（
庄
内
庁
舎
） 

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

小
野
屋
駅
の

駅
営
業
体
制
変
更
の
お
知
ら
せ

●
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
（
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名
国
債
）
。

⒈
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方 

⒉
戦
没
者
等
の
子 

⒊
戦
没
者
等
の　
⑴
父
母　
⑵
孫　
⑶
祖
父
母　
⑷
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
） 

⒋
右
記
1
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

限
り
ま
す
）

●
請
求
期
間　
平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

※
対
象
者
に
よ
っ
て
提
出
書
類
が
異
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
度
ご
相
談
の
上
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
可
能
な
限
り
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
日
時
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
年
度
既
に
手
続
き
済
み
の
方
は
、
再
度
手
続
き
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

※
請
求
期
間
に
請
求
し
な
い
場
合
、
時
効
に
よ
っ
て
受
給
権
が
消
滅
し
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
対
策
課
（
湯
布
院
庁
舎
）
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

　
地
域
振
興
課
福
祉
係
（
挾
間
庁
舎
）
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１

　
地
域
振
興
課
福
祉
係
（
庄
内
庁
舎
）
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

第
十
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
支
給
の
お
知
ら
せ
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

平成27年度防火標語　
「無防備な 心に火災が かくれんぼ」

　ご存じですか？残念なことに、放火が火災の原
因のトップです！
　放火防止対策のお知らせです！！

放火防止五箇条の推進
（火災原因の第１位は放火です）

１家や事業所のまわりには、整理整頓して燃え
やすいものを置かないようにしましょう。 

２夜間、建物の周囲や駐車場は、照明を点灯し
て明るくしましょう。 

３空き家、物置にはカギをかけましょう。
４車やバイクなどのボディーカバーは、燃えに

くいものを使いましょう。 
５地域ぐるみで放火防止に取り組みましょう。

問由布市消防本部予防課　☎097-583-1320

火
災
予
防
を
呼
び
か
け

由布市消防本部・消防署　完成
～由布市の新しい防災の拠点として～

　11月９日から15日までの１週間「秋の全国火
災予防運動」が実施されました。由布市では11月
９日に「１日消防官」として由布市キャンペンー
ンレディ１人、由布市消防団機能別団員３人、消
防団長の参加のもとイオン挾間店前で火災予防啓
発活動を行いました。

　由布市消防本部は、前身の大分地域消防組合として昭和50年４月に発足して
以来、市民の生命・身体および財産を災害から守るため日々訓練を重ね、現場の
最前線で活躍しています。新消防庁舎完成によりこうした防災の活動拠点として、
これまで以上に迅速かつ的確に防災活動を行うことが期待されます。

《高い機能を有する庁舎》
　無線のデジタル化など最新の機能を有する設備、訓練棟や雨水貯水槽を設置

《市民に親しまれる庁舎》
　バリアフリーを基本とし、庁舎や消防訓練などの見学が可能

《人と環境にやさしい庁舎》
　自然エネルギーの活用や、泥や洗剤の分離処理施設を有し、安心・安全な庁舎

《自然災害に強い庁舎》
　新耐震基準を満たし、地震をはじめ災害時の応急対策の拠点機能を持つ施設

●由布市消防本部・消防署　　☎０９７-５８３-１５００
●由布市消防署庄内出張所　　☎０９７-５８２-０１１９
●由布市消防署湯布院出張所　☎０９７７-８５-２３５５

防
火

１．新たな防災の拠点となる消防本部・消防署が完成。　２．新消防庁舎の完
成を祝いテープカット。　３．明るい雰囲気の事務室。４．最新の機能を有する
通信指令室。　５．救助訓練披露の様子。

新消防庁舎の概要
住所：由布市挾間町挾間278番地
敷地面積：5,700.39㎡
延床面積：1,822.43㎡
建築面積：1,180.04㎡
構造：鉄筋コンクリート造
階数：２階建

1

23
45

由布市消防署湯布院出張所も新しく
なり、11月25日から運用を開始し
ています。
住所：由布市湯布院町川上3066-1

由
布
市
と
寿
永
会
が

運
営
移
管
協
定
を
締
結

　12月１日、由布市が社会福祉法人寿永会
と市立の障害者支援施設「小松寮」の運営移
管に関する協定を締結しました。庄内庁舎で
行われた調印式では、首藤市長と佐藤慎二郎
理事長が協定書に調印。同施設は平成２８年
４月１日をもって完全民営化への移行を予定
しているため、今後は寿永会への事務引継や
同施設に関する条例の廃止手続きなどを進め
ていきます。

協
定

　11月27日、ＳＥＩ・アートギャラリーか
ら由布市に日本画家 笠

りゅう

青
せ い ほ う

峰さん（享年77
歳）の石版画２作品「YAWARA」「蔵」が寄
贈されました。同社は湯布院町にある笠青峰
記念館の運営を行っており、笠さんの遺言を
受け作品を寄贈。当日は長男の笠辰一郎さん
や笠さんと交流があった溝口薫平さんなどが
庄内庁舎を訪れました。首藤市長は「由布市
の宝物になります」と感謝を伝えました。

湯
布
院
町
で
創
作
活
動

寄
贈

　12月15日、100歳を迎える佐藤清子さん
をお祝いするため首藤市長が挾間町の「若葉
苑」を訪れました。佐藤さんは若いころから
裁縫が得意で、着物づくりの仕事をし、30
代からは農業もされていたそうです。人の悪
口を言わず穏やかな性格の佐藤さん。食べる
ことが大好きで元気がよく、この日も素敵な
笑顔を見せてくれました。100歳おめでとう
ございます。

長
寿

　11月15日、宇南水足地区鳴沢公民館で
「鳴沢秋の田園収穫祭」が開催されました。
この祭りも今年で６年目となり、会場周辺の
田んぼには、地域のかたがたが蒔いたコスモ
スが綺麗に咲き、案山子とともに参加者らを
出迎えました。会場では、イノシシや鹿の肉
の炭火焼き、野菜販売、ジャスト・イン・タ
イムによるバンドの演奏など、その他さまざ
まな催しがあり大盛況の祭りとなりました。

鳴
沢
秋
の
田
園
収
穫
祭

祭
り

１
０
０
歳
を
祝
っ
て

　11月１日、岡山県で「第10回西日本小中
学生アーチェリー大会」が行われました。県
代表として由布市から高橋人平くんが出場し、
小中学生男子の部で見事３位入賞。11月18
日には、庄内庁舎を訪れ市長に大会の報告を
しました。高橋くんは「１位を狙っていたの
で、悔しかった。さらに上を目指して頑張っ
ていきた
い」と話
してくれ
ました。
今後の活
躍に期待
です。

西
日
本
で
見
事
３
位
入
賞
！

活
躍

日
本
の
児
童
文
学
の
礎
を
築
く

　11月28日、「第９回ならねっ子まつり」が
はさま未来館で行われました。“児童文学の
父”と言われる由布市挾間町出身の児童文学
者 後藤楢根の功績を称え、広く知ってもら
うため開催されたもので、俳句や短歌の優秀
作品の表彰や、挾間ジュニアリーダーによる
大型紙芝居「後藤楢根物語」などの発表のほ
か、お茶席や親子木工教室などさまざまな催
しが行われ、楽しい１日となりました。

文
化
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▲総合の部優勝の上市Ａチーム ▲ハーフの部優勝のｻﾆｰﾀｳﾝ挾間Ｂチーム

スポーツ推進委員功労者表彰
　11月12日から13日
の２日間、「第56回全
国スポーツ推進委員研
究協議会愛媛大会」が
愛媛県武道館で開催さ
れました。大会では由
布市スポーツ推進委員の坂本利幸さんが、スポー
ツ推進委員としての長年の活動を評価され、ス
ポーツ推進委員功労者表彰および、30年勤続表彰
を受賞されました。受賞おめでとうございます。

第52回子ども会駅伝大会
　11月15日、「第52
回 子 ど も 会 駅 伝 大
会」が開催されまし
た 。 児 童 ・ 生 徒 約
200人が参加し、湯
布院町内を力いっぱ
い走り抜きました。
◆区間賞（敬称略）

湯平ステージ チーム 由布院ステージ チーム
１区 浦田　敦貴 温湯Ｃ １区 佐藤　悠弥 川北Ｂ
２区 近藤　春登 川南Ａ ２区 高田　あみ 乙丸Ａ
３区 日野　愛実 川南Ａ ３区 福留　亮太 並若佐
４区 嘉手川ゐなせ 並若佐 ４区 小野　龍希 湯平Ｃ

５区 遠藤　颯都 乙丸Ａ
６区 山口　莉琉 乙丸Ａ

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

選
挙
模
擬
授
業
を
実
施
！

　12月11日、由布高校体育館で県と市の選
挙管理委員会が協力し、「選挙出前授業」が行
われました。当日は、県の選管からインター
ネットを使用した選挙運動などの選挙制度に
ついて講義が行われた後、市の選管が選挙
における投票の流れについて説明。参加した
103人の生徒たちは、本物と同質の投票用紙を
使った模擬投票、開票作業を体験し、選挙や政
治に関する関心を高める１日となりました。

体
験

　12月18日、庄内中学校を代表して生徒会
の皆さんが庄内町の老人介護施設「慶寿苑」
へ車椅子２台を寄贈しました。これは生徒会
の呼びかけのもと、全校生徒で空のアルミ缶
を回収し、その収益で購入したものを施設等
に寄贈するボランティアです。今後も「誰か
の笑顔のために」を合言葉に、学校全体でボ
ランティ
ア活動に
取り組ん
でいく生
徒の皆さ
んをぜひ
応 援 し
ていきま
しょう。

笑
顔
の
活
動

寄
贈

も
し
も
に
備
え
る

地
域

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

第４４回挾間町自治区対抗町内一周駅伝大会
　11月29日、「第44回挾間町自治区対抗町内一周駅伝
大会」が挾間中学校をスタート・ゴール会場として、10
区間総距離22.50kmで開催されました。10区間の総合
の部には８チーム、後半５区間のハーフの部に５チー
ムが参加。優勝チーム・区間賞は以下のとおりです。
◆総合の部　優勝　上市Ａ
◆ハーフの部　優勝　サニータウン挾間Ｂ
◆区間賞　１区-石橋賢一（北方）、２区-菅原康裕（上市Ａ）、３

区-三浦　通（上市Ａ）、４区-黒田尚吾（下市）、５区-柳田芳樹
（下市）、６区-日野和博（北方）、７区-村上雅空（谷東部Ａ）、
８区-本中　陸（サニータウン挾間B）・岩本雅弘（下市）、９区
-岡崎健心（下市）、10区-柳田雅弘（下市）

県内一周駅伝大会（連載第9回） ～大会までひと月～
　いよいよ、２月22日から「第58回県内一周大
分合同駅伝競走大会」が始まります。大会３日目
に当たる２月24日は、各郡市の選手が庄内庁舎前
を再出発し、㈲スギショー前で中継したのち湯布
院庁舎前にゴールします。沿道でのご声援よろし
くお願いします。
●問い合わせ
　由布市体育協会事務局（スポーツ振興課内）
　☎0977－84－3111（内線552） 

　由布市チームは、１月９日から２月20日までの
毎週土曜、大分川河川敷で練習会を行い、１月下
旬に最終登録メンバーを決定します。

もっと知ろう！県内一周駅伝大会

平成２７年 湯布院町少年サッカー大会
　12月５日、湯布院スポーツセンター人工芝競技場で
「湯布院町少年サッカー大会」が開催されました。２
つのリーグに13チーム167人が参加。子どもたちと保
護者の歓声で賑やかな大会になりました。
◆トップリーグ優勝：川北Ａ　   ◆フレンドリーグ優勝：川北Ｂ

第22回挾間町自治区対抗 男女混合９人制ソフトバレー大会
　12月６日、「第22回挾間町自治区対抗男女混合９人制
ソフトバレー大会」がＡ部７チームＢ部８チーム計15
チーム191人の参加のもと、挾間体育センターで開催
されました。
◆Ａ部優勝　サントピアふるのＹチーム　◆Ｂ部優勝　喜多里クラブＢチーム

　12月６日、大龍東部１区自治区の皆さん
が集まり、消火栓訓練と炊き出しの体験教室
が開催されました。災害時に備え、地元消防
団指導のもと、消火栓の扱い方や放水の訓練
を実施。また、公民館に避難したかたがたに
だんご汁やおにぎりなどの炊き出しをする体
験をしました。不測の事態に備え、皆さん真
剣な表情で訓練に取り組み地域の防災意識を
高める１日となりました。

▲総合優勝　川南Ａチーム

挾間町体育協会・由布市教育委員会　主催

湯布院町体育協会主催

湯布院町子ども会育成協議会主催

挾間町体育協会主催

今シーズンの成績
１stステージ
１１位 勝点１８　５勝 ３分 ７敗 
２ndステージ
９位 勝点１９　５勝 ４分 ６敗 
シーズン通算成績
１０位 勝点３７　10勝 ７分 13敗頑張れ！ヴェルスパ大分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

名
称
新
た
に

人
権
に
つ
い
て
考
え
る

　12月５日、はさま未来館で「第１回由布
市人権を大切にする市民の集い」が開催され
ました。今年から名称を変更して気持ちも新
たにスタートを切った今回の集いでは、人権
作文や人権標語などの作品表彰、最優秀作文
の朗読と続き、人権同和問題研修講師の佐藤
弘代氏が「身近にある人権・同和問題」と題
し、観客とコミュニケーションを交えながら
身近な人権について考える講演を行いました。

人
権

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　12月５日、由布コミュニティ（地域の底
力再生）事業の一環として山田自治区では初
のフォークライブコンサートが開催されまし
た。当日は天気に恵まれ、山田自治区民のほ
か谷小学校の児童クラブの子どもたちなど約
50人が参加。婦人部手作りのいのしし汁な
どもふるまわれ、集まった観客は年齢に関係
なく、曲に合わせて手拍子や歌を口ずさむな
ど、笑顔あふれるコンサートとなりました。

地
域

　12月７日、「第24回全国小学生バドミン
トン選手権大会」へ出場する由布川小学校６
年生の大神歩さん（由布川ジュニアバドミン
トンクラブ）が庄内庁舎を訪れ、首藤市長
へ大会の出場報告を行いました。首藤市長
が「練習の成果を発揮し、勝利を目指して頑
張ってください」と激励。大神さんは「今
まで支えて
くれた人に
感謝し、ベ
スト８を目
指して頑張
ります」と
意気込みを
語ってくれ
ました。

全
国
大
会
へ
出
場
！

報
告
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地区の公民館や集会所、自宅などで介護予防（健康づくり）に取り組むグループに
対して運動・栄養・口腔の専門職を派遣します。※１団体に対して３回まで派遣

健康ナビ

休日当番医

健康マイレージ応募受付が始まります
【特典１】
１万ポイント以上集
めると先着1500人に
千円の商品券を進呈
（お一人につき千円
限り）

【特典 2】
さらに、応募期間終了後に
１万ポイントを１口として抽
選を行い、100人に１万円の
商品券を進呈（重複当選はあ
りません）

●受付期間　１月18日㈪～３月４日㈮
　※期間前、期間終了後の受け付けはできません。
●受付窓口　挾間地域振興課、庄内地域振興課、健康増進課
（湯布院庁舎）
●応募方法

①健康マイレージ１万ポイント以上のマイレージシートに必
要事項を記入し、印鑑をご持参のうえ、受付窓口にお越し
ください。

②確認のうえ千円の商品券をお渡しいたします。
③受け取ったマイレージシートは１万円商品券の抽選に使用

しますので返却いたしません。
※平成27年４月１日～平成28年２月29日の間に付与された

ポイントが応募の対象です（昨年２月の健康立市推進大会
で配布されたポイント券は利用可。ただし、昨年度の応募
に使用していない方のみ）。

※「みんなで健康づくり」を行っているグループの代表者の
方は記録シートを窓口へお持ちください。日数に応じて参
加者分のポイントをさしあげます。

健康カレンダー

■ 内科・外科医

1/17 (挾)森本整形外科クリニック 097-586-3700
1/24 (庄)おざきホームケアクリニック 097-582-0013
1/31 (庄)佐藤医院 097-582-3131
2/ 7 (湯)南由布クリニック 0977-85-5245
2/11 (湯)足立クリニック 0977-28-2226
2/14 (挾)ひろたクリニック 097-583-5777

■ 歯科医

2/14 (挾)小原歯科医院 097-583-3877

■ 挾間 挾間健康センター

1/20㈬ １歳６ヵ月児健診 13：15～14：00受付
2/ 4㈭ ３歳児健診 13：15～14：00受付

ちびっこ広場 （９：30～11：30 挾間健康センター）
１月15日・22日・29日、２月５日

２月５日は母子保健推進員さんと風船で遊ぼう♪

■ 庄内 庄内保健センター

1/15㈮ 幼児健診 13：15～13：45受付
2/ 3㈬ 10～11ヵ月児健診 13：15～13：45受付

■ 湯布院 ゆふいん子育て支援センター

1/26㈫ 10～11ヵ月児健診 13：00～13：15受付

心の相談

節分豆まきのおしらせ
１月29日㈮

健康バランス教室のご案内がん検診クーポン券の
利用期限が迫っています !!

健康応援団派遣します！

●対象団体・グループ
　65歳以上の高齢者で５人以上の団体・グループ
●講師料　無料です
●派遣する専門職と内容
　理学療法士　「健康講話と自宅でできる運動の紹介」
　作業療法士　「認知症予防法の紹介」
　管理栄養士　「転ばない体力づくりに必要な栄養・食事の紹介」
　歯科衛生士　「口腔体操と正しい口腔ケア方法の紹介」
●申込先・問い合わせ　健康増進課介護保険係（湯布院庁舎）
　☎0977－84－3111（内線351）

市制施行10周年記念事業
２０１６由布市健康立市推進大会

を開催します
　前由布市健康立市推進協議会会長の藤内修二氏、「シニアエ
クササイズ」考案者の本山貢氏を招き講演をおこないます。当
日はシャトルバスも運行。参加をお待ちしています。
●開催日　２月11日（木・祝日）
●会場　はさま未来館
●日程
　８：20～受付
　９：00～開会
　９：20～講演
　　藤内修二氏（大分県健康対策課長）
　　　「健康立市の実現をめざして」
　　本山貢氏（和歌山大学教授）
　　　「由布市の健康寿命を伸ばす運動による地域づくり」
　12：10　閉会予定

健康マイレージ 2000P 進呈！
平成27年度、28年度いずれかで利用できます。
健康マイレージ応募受付もおこないます
印鑑を必ずお持ちください。当日配布するマイレージポ
イントも応募にご利用いただけます。１万ポイントにあ
と少し足りない！という方はぜひご参加ください。

●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）☎0977－84－3111（内線361）

●中部保健所由布保健部
　☎097 －582 －0660　※要予約
　１月22日㈮・２月26日㈮ 午前10時～正午
●挾間健康センター　
　☎097 －583 －1111（内線2120）※要予約
　２月12日㈮ 面談：午後１時～午後２時30分
　電話：午後３時～午後４時30分

　ちびっこ広場で節分豆まきを開催します。
　節分の歌を歌ったり、鬼のお面をつくったりと楽しい内
容を企画しています。ぜひご参加ください。
●場所　挾間健康センター
●時間　午前 9時30分～　ちびっこ広場スタート
　　　　午前10時35分～　節分豆まきスタート
●問い合わせ
　挾間健康センター
　☎097 －583 －1111
 （内線2125）

　自分や家族のメタボが気になる方、食事や運動の基本、
効果的な方法を知りたい方はぜひご参加ください。
　お酒や食事に含まれる砂糖や油の計量、実際に運動をお
こなうなど実践をとおして学べる教室です。

日にち 会　場
２月 5日㈮ 庄内保健センター
２月 9日㈫ 挾間健康センター（はさま未来館１F）
２月12日㈮ 湯布院福祉センター（湯布院社協内）

●時間　各会場　午前９時～正午
●内容　栄養・運動の実践講話
●持ちもの 
　運動できる服装
　水分補給できるもの
　運動靴（挾間のみ室内用）
●参加費　無料です
●参加希望の方は下記にお申し込みください
　挾間　健康センター　☎097−583−1111（内線2120）
　庄内　保健センター　☎097−582−1111（内線501）
　湯布院　健康増進課　☎0977−84−3111（内線362）

　昨年６月、対象者の方に以下の無料クーポン券を送付してい
ます。職場等でがん検診の機会がなく、まだクーポン券を利用
されていない方は期限までにご利用ください。
　大腸がんと女性がん検診では利用期限が異なりますのでご注
意ください。

大腸がん

●利用期限　平成２８年２月２９日
●対象者
　Ｓ４９.４.２～Ｓ５０.４.１生まれ
　Ｓ４４.４.２～Ｓ４５.４.１生まれ
　Ｓ３９.４.２～Ｓ４０.４.１生まれ
　Ｓ３４.４.２～Ｓ３５.４.１生まれ
　Ｓ２９.４.２～Ｓ３０.４.１生まれ

女性がん

●利用期限　平成２８年３月３１日
●乳がんの対象者
　Ｓ４９.４.２～Ｓ５０.４.１生まれ
●子宮頸がんの対象者
　Ｈ ６.４.２～Ｈ ７.４.１生まれ

※受診方法については、クーポン券に同封のチラシをご確認く
ださい。

　右のグラフのとおり、大腸がん、子宮がん、乳が
んになる人の割合は年々上昇しています。自覚症状
が現れる前にがん検診を受けましょう！

ご自身のためにも、
家族のためにも
早期発見の機会を
逃さないでください。

●問い合わせ
　健康増進課（湯布院庁舎）
　☎0977–84–3111（内線362・363）

先着10団体限り

内容は希望に応じて
選択できます。身近
な場所に集まって気
軽に健康づくりや介
護予防のお話を聞い
てみませんか？

●がん罹患率年次推移
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１月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

2月の休館日　１日㈪・８日㈪・11日㈷・15日㈪
◆蔵書点検　２月20日㈯～２月29日㈪

『ニワトリと暮らす』
和田　義弥　著

一般　646.1／ワ

『ニレの木広場のモモモ館』
高楼　方子　著
児童　913／タ

『奇跡の猫ビリー』
ルイーズ・ブース　著

一般　936／ブ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!

新着図書一覧 〜新着図書の一部を紹介します〜
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 288.2 ミ ファミリーヒストリー　－家族史の調べ方・まとめ方－

挾　
間

郷土 H596 オ ＢＵＮＧＯ食べ歩きＢＯＯＫ ２０１６
一般 317.6 ミ あなたのマイナンバーへの疑問に答えます 健康 S145.2 ワ よく眠るための科学が教える１０の秘密
一般 816.6 カ きょうも箸袋でラブレター 健康 S496.3 ズ 図解白内障と緑内障の正しい知識と最新治療
一般 914.6 ツ 図書室で暮らしたい くらし 596.2 ワ グラタン・ドリア　－絶対失敗しない王道レシピからクイックオーブン焼きまで－
一般 933.7 ガ カイコの紡ぐ嘘　上・下 （私立探偵コーモラン・ストライク２） 子育て 599.0 セ 夫イクメン化計画奮闘日記
文庫本 B913.6 サ 店仕舞い（鎌倉河岸捕物控 ２７の巻） 絵本 E エ 絵本で出会う星の王子さま
趣味娯楽 Ｐ 783.7 ノ セ界恐慌 －プロ野球の危機を招いた巨人と阪神の過ち－ 絵本 E ボ ぼく、仮面ライダーになる！　ゴースト編
湾曲 686.3 ツ 鉄道員になるには しらべ学 778 ヘ 夢と魔法のプリンセスガイドブック
ヤング Y913.6 マ orange －オレンジ－　－映画ノベライズ－ 児童 933 ロ ハリー・ポッターと賢者の石　－イラスト版－

庄
内

一般 141.2 ジ 人生が豊かになる色彩心理 湯
布
院

一般 100 ウ １０代からの哲学図鑑
一般 523.3 ワ ヨーロッパの素敵な家－フランス・スペイン・イタリア－ 健康 493.2 ケ 血液のがん
一般 913.6 サ 師走の扶持（京都鷹ヶ峰御薬園日録２） くらし 596.3 ノ 老舗寿司屋三代目が教えるまいにち食べたい魚料理

関根 尚

マーカス・ウィークス
飛内 賢正
野本 やすゆき

湯布院図書館 庄内図書館 由布市立図書館

DEAR
図書館だより

—2016. １—

　卵を産んでくれ
てフンは畑へ、最
後は感謝してお肉
をいただく…。か
わいくて役に立つ
ニワトリの飼い方
を初心者さんでも
わかりやすいよう
に解説しています。

　自閉症の息子の
ために保護施設よ
り貰われてきた猫
のビリー。その日
から自閉症の症状
に驚く変化が。奇
跡の出会いのお話
です。

　偶然の出会いか
ら壁新聞を発行す
ることになった３
人の子ども達。協
力して物を作るこ
との楽しさがたっ
ぷり詰まった素敵
なお話です。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

歌代子
辻村 深月

佐伯 泰英

土屋 武之
蒔田 陽平

澤田 瞳子

お
は
な
し
会

●
由
布
市
立
図
書
館

　
〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
1
月
20
日
㈬
・
２
月
17
日
㈬

●
庄
内
図
書
館

　
1
月
17
日
㈰
・
２
月
14
日
㈰

●
湯
布
院
図
書
館

　
〈
毎
月
第
１
木
曜
日
〉

　
２
月
４
日
㈭

1
月
テ
ー
マ
展
示

●
由
布
市
立
図
書
館

　
「
生
活
改
善
！
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般
「
今
年
こ
そ
や
せ
る
ぞ
！
」

　
児
童
「
お
さ
る
さ
ん
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般
・
児
童
「
病
気
予
防
」

　
特
別
展
示　
「
角
野
栄
子
」

由
布
市
立
図
書
館 

1
月
企
画
展
示

「
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
★ 

～
挾

間
の
学
校
司
書
が
選
び
ま
し
た
～
」

　
挾
間
の
学
校
司
書
さ
ん
た
ち
の
協

力
の
も
と
、
小
中
学
校
で
人
気
の
あ

る
本
や
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
を
集
め
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
好
き
な
本
も

学
校
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
違
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
１
月
24
日
㈰
ま
で

由
布
市
立
図
書
館

庄
内
図
書
館
・
湯
布
院
図
書
館
の

コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た

　
由
布
市
立
図
書
館
で
は
、
庄
内

図
書
館
・
湯
布
院
図
書
館
の
所

蔵
本
各
50
冊
を
借
り
受
け
、
よ
り

多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し

た
。
す
で
に
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
る
庄
内
図
書
館
・
湯
布
院

図
書
館
に
は
、
由
布
市
立
図
書
館

所
蔵
の
50
冊
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

２
ヵ
月
に
１
度
の
入
れ
替
え
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
来
館
の
際
に

は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

由
布
市
立
図
書
館・庄
内
図
書
館・湯
布
院
図
書
館

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

　
２
月
20
日
㈯
～
２
月
29
日
㈪

　
期
間
中
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休

館
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
返
却

日
を
過
ぎ
た
本
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
早
め
に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
向
け
の

広
報
紙
が
で
き
ま
し
た
♪

　

今
月
か
ら
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト

（
小
学
校
高
学
年
～
高
校
生
）
を

対
象
に
し
た
広
報
紙
の
発
刊
を
始

め
ま
し
た
☆
今
話
題
の
本
や
旬
な

情
報
が
満
載
で
す
！
市
内
３
館
の

ヤ
ン
グ
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

く ら し インフォメーション

相
談

２
月
は「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」で
す

●
期
間　
２
月
１
日
㈪
～
２
月
29
日
㈪

 

（
土
日
祝
日
は
お
休
み
）

●
相
談
窓
口　
各
司
法
書
士
事
務
所

●
相
談
内
容　
遺
産
分
割
、遺
言
、な
ど

相
続
に
ま
つ
わ
る
問
題
と
登
記
手
続

※
期
間
中
は
相
談
無
料
で
す
。

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

７
５
７
９

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　
暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
や
不
当

な
要
求
な
ど
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

弁
護
士
等
が
面
接
ま
た
は
電
話
に
よ
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　
２
月
19
日
㈮

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

　
３
０
５
会
議
室
（
大
分
市
府
内
町
）

●
相
談
電
話

　
☎
０
９
７

－

５
３
８

－
４
７
０
４

問
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　
☎
０
９
７

－
５
３
８

－

４
７
０
４

募
集

元
気
に
運
動
♪
パ
パ
っ
子
タ
イ
ム
！

～
父
と
子
の
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室
～

お
知
ら
せ

県
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大

街
頭
啓
発
活
動

●
日
時　
１
月
22
日
㈮

　
午
後
４
時
～
30
分
間

●
場
所　
ト
キ
ハ
わ
さ
だ
タ
ウ
ン
フ
ェ

ス
タ
広
場
前

●
内
容　
米
、
野
菜
、
果
物
等
の
無
料

配
布

●
主
体　
県
農
業
会
議
・
県
下
農
業
委

員
会

問
由
布
市
農
業
委
員
会

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１

 

（
内
線
１
３
５
２
）

年
賀
状
な
ど
の
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
支
援
に

　
㈶
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
は
、
地
雷
被
害
を
一
刻
も
早
く

な
く
す
た
め
、
ご
家
庭
に
あ
る
書
き
損

じ
ハ
ガ
キ
、
未
使
用
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、

未
使
用
切
手
を
集
め
て
換
金
し
、
毎
年

地
雷
撤
去
団
体
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
３
枚
で
１
㎡
の
地
雷
原
を
撤
去

で
き
ま
す
。
地
雷
被
害
を
減
ら
す
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
㈶
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
事
務
局

　
〒
８
１
４

－

０
０
０
２
福
岡
市
早
良

区
西
新
１

－

７

－

１
０

－

７
０
２

　
☎
０
９
２

－

８
３
３

－

７
５
７
５

　
普
段
な
か
な
か
お
子
さ
ん
と
ふ
れ
あ

う
時
間
の
取
れ
な
い
お
父
さ
ん
。
こ
の

機
会
に
、
お
子
さ
ん
と
の
距
離
を
ぐ
っ

と
縮
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
２
月
27
日
㈯

　
午
後
2
時
～
午
後
3
時
30
分

●
場
所　
は
さ
ま
未
来
館　
３
階

　
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　
と
び
箱
、
マ
ッ
ト
、
平
均
台

な
ど
を
使
っ
た
楽
し
い
運
動
遊
び

●
対
象　
原
則
市
内
在
住
で
２
歳
か
ら

就
学
前
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
父
親

●
申
込
期
間

　
１
月
14
日
㈭
～
２
月
23
日
㈫

※
定
員
は
30
組
で
、
先
着
順
と
な
り
ま

す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

問
・
申
込
先
総
務
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

大
分
県
立
聾
学
校
幼
稚
部

入
学
者
募
集

●
対
象　
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お

む
ね
60
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
方
の
う
ち
、

補
聴
器
等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
通
常

の
話
声
を
解
す
る
こ
と
が
不
可
能
ま

た
は
著
し
く
困
難
な
方

　
大
分
県
内
在
住
で
平
成
22
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
25
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

●
出
願
期
間　
２
月
１
日
㈪
～
２
月
12

日
㈮
午
後
４
時
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
聾
学
校

　
☎
０
９
７

－

５
４
３

－

２
０
４
７

運休と変更のお知らせ

変 更 便
変更日 2/16 ㈫

変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1 便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日

湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：15 15：21 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 15：27 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

2/16
㈫

シャトルバス 由布院駅前バスセンター 13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター 12:50 発の便

〔コミュニティバス〕総合政策課（庄内庁舎）

〔スクールバス〕教育総務課（湯布院庁舎）
☎097-582-1111（内線226）

☎0977-84-3111（内線235）
問い合わせ

　中学校行事に伴
い、スクールバス
復路便の時間を変
更して運行するため、次の便は運休および変更とな
ります。ご利用の際はお間違えのないようご利用く
ださい。
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楢
根
先
生
が
幼
少
期
に
感
じ
て
い

た
で
あ
ろ
う
、
お
だ
や
か
な
お
正
月

の
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

今
年
も
、
こ
の
“
木
綿
の
山
通

信
”
の
紙
面
を
通
し
て
、
こ
の
詩
の

中
に
出
て
く
る
よ
う
な
懐
か
し
い
物

や
、
資
料
館
の
こ
と
、
由
布
市
の
文

化
財
な
ど
の
紹
介
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

〔
お
知
ら
せ
〕

　
現
在
資
料
館
で
開
催
中
の
冬
季

特
別
展
「
佐
藤
庫
喜
展
」
で
す
が
、

好
評
に
つ
き
展
示
品
を
一
部
入
れ

替
え
、
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

第
2
部
開
催
期
間
は

　
平
成
28
年
2
月
2
日
㈫
〜
3
月

13
日
㈰
で
す
。

　
入
館
無
料
で
す
。
さ
さ
や
か
な

入
館
記
念
品
を
準
備
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
来

館
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
今
回
は
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

た
の
で
、
挾
間
町
出
身
で
「
児
童
文

学
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
る
、
児
童
文

学
者
で
童
話
作
家
の
後
藤
楢
根
先
生

が
書
か
れ
た
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

正
月
元
旦

　

ほ
う
や
り
静
か
な
門
松
に

　

正
月
元
旦
明
け
ま
し
た

　

靑
空　

靑
空　

羽
の
音

　

街
は
明
る
い
春
に
な
り

　

朝
か
ら
凧
上
げ　

カ
ル
タ
取
り

　

何
や
ら
う
れ
し
く
な
る
僕
ら

　

謹
賀
新
年
お
目
出
度
う

　

も
ん
ど
り
う
っ
て
越
後
獅
子

　

昨
日
は
去
年　

今
日
は
今
年

　

お
ど
け
た
萬
才
猿
廻
し

　

門
の
松
竹　

梅
の
花

　

春
の
心
に
な
り
ま
し
た

（
「
月
夜
の
綿
畑
」
よ
り
）

無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
はさま未来館　２月 6日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　２月 5日㈮ 午前９時～午前11時
湯布院庁舎　　２月17日㈬ 午前10時～正午
【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
庄内庁舎　　　２月 1日㈪ 午前８時30分～正午
【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
※庄内庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場

合のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は庄内庁舎は総務課、挾間および湯布院庁舎は各地域振

興課へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
挾間庁舎　　　２月 9日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　　２月17日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　　２月 2日㈫ 午後１時30分～午後４時
【行政書士相談】担当：行政書士
遺言・相続、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　　２月19日㈮ 午後１時～午後３時
庄内庁舎　　　２月12日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　２月 5日㈮ 午後１時～午後３時
問総務課総務係（庄内庁舎）
　☎097–582–1111（内線205）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　２月７日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　２月７日㈰ 12：30～
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人の
ために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットは２月までお休みします。
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

●国民健康保険税（普通）　８期分
●介護保険料（普通）　８期分
●後期高齢者医療保険料（普通）　７期分
●入湯税　１月期分（12月分）
納期限　平成28年２月1日㈪

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳し
くは市民課・税務課（☎ 0 9 7 – 5 8 2 – 1 1 1 1 ）まで
お問い合わせください。
1
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9挾 湯 湯/庄 庄
10 11 12 13 14 15 16挾 湯 湯/庄 庄
17 18 19 20 21 22 23挾 挾 湯 湯/庄 庄
24 25 26 27 28 29 30挾 挾 湯 湯/庄 庄
31

2
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6挾 挾 湯 湯/庄 庄

7 8 9 10 11 12 13挾 挾 湯 庄
14 15 16 17 18 19 20挾 挾 湯 湯/庄 庄
21 22 23 24 25 26 27挾 挾 湯 湯/庄 庄
28 29 挾

※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付けはお取り扱いできません。

編
集
後
記

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。お
餅
を
食

べ
る
と
正
月
だ
な
ぁ
と
感

じ
ま
す
ね
。気
持
ち
新
た
に

今
年
も
由
布
市
の
話
題
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、市
報
ゆ
ふ
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
た
）

▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。２
０
１

６
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、新
た

な
目
標
を
胸
に
今
年
も
楽

し
く
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。各
地
で
取
材
を

行
い
ま
す
の
で
、そ
の
際
は

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！（
あ
） 人　

　口 ひとの動き

　 農業サポーター

〔
問
い
合
わ
せ
〕

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課（
湯
布
院
公
民
館
）

　

☎
０
９
７
７-

８
４-

２
６
０
４

歴 史 民 俗 資 料 館 報

１
月
の
農
作
業

●
タ
マ
ネ
ギ

　

早
生
種
は
２
回
目

の
追
肥
、
中
晩
生
種
は
１
回
目
の
追
肥
を
行
い
ま
す
。
即
効
性
の
化
成
肥
料

が
適
し
て
い
ま
す
。
有
機
質
肥
料(

ケ
イ
フ
ン
や
油
粕)

の
場
合
は
効
き
が

や
や
遅
い
の
で
注
意
し
、
少
し
早
め
か
ら
施
し
ま
し
ょ
う
。
追
肥
は
２
月
と

３
月
に
も
行
う
の
で
多
く
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
肥
料
は
水
に
溶
け
て
効
く
も
の
で
す
か
ら
、
冬
場
に
極
端
に
雨
が
少
な
い

場
合
は
、
冬
の
間
で
も
通
路
や
う
ね
間
に
か
ん
水
す
る
な
ど
の
作
業
が
必
要

で
す
。

●
ニ
ラ

　
ニ
ラ
は
多
年
生
で
す
が
、
2
～
3
年
で
収
量
が
お
ち
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
株
分
け
更
新
を
し
ま
し
ょ
う
。
株
分
け
に
一
番
良
い
時
期
は
、
葉
が
枯
れ
、

株
が
休
眠
状
態
に
入
っ
て
い
る
冬
の
間
で
す
。
こ
の
こ
ろ
は
、
根
に
栄
養
が

十
分
に
蓄
え
ら
れ
て
い
て
、
断
根
や
分
割
と
い
う
荒
療
治
を
し
て
も
傷
み
が

少
な
く
、
作
業
し
や
す
い
か
ら
で
す
。
そ
う
す
る
と
春
に
は
見
違
え
る
ほ
ど

勢
い
の
よ
い
、
良
質
の
ニ
ラ
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ニ
ラ
な
ど
多

年
草
や
収
穫
時
期
が
長
く
続
く
野
菜
は
追
肥
が
非
常
に
重
要
で
す
。
収
穫
す

る
た
び
に
少
量
の
追
肥
を
行
う
と
樹
勢
が
低
下
せ
ず
に
良
質
な
も
の
が
で
き

ま
す
。

●
球
根
類
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ス
イ
セ
ン
、
ア
イ
リ
ス
等
）

　
球
根
類
は
、
乾
燥
す
る
と
花
つ
き
が
悪
く
な
る
た
め
、
表
面
が
乾
い
た
ら

水
や
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
元
肥
を
施
用
し
て
あ
れ
ば
、
追
肥
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
秋
植
え
の
球
根
類
は
、
開
花
の
た
め
に
冬
の
寒
さ
に
１
～
２
ヵ
月

程
度
当
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
土
作
り

　
空
い
た
畑
に
春
野
菜
へ
向
け
て
堆
肥
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
に
入

れ
る
堆
肥
は
少
し
未
熟
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
投
入
後
に
よ
く
耕
し
土
に
な
じ

ま
せ
て
お
き
ま
す
。

　
堆
肥
は
牛
フ
ン
や
落
葉
腐
葉
土
、
バ
ー
ク(

杉
皮)

堆
肥
な
ど
が
よ
い
で

す
。
ケ
イ
フ
ン
は
堆
肥
で
は
な
く
有
機
肥
料
で
す
か
ら
多
投
入
は
肥
料
過
多

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
数
ヵ
月
も
の
間
、
畑
な
ど
に
野
積
み
に
し
た
堆
肥
に
は
様
々
な
虫
の
幼
虫

や
卵
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
畑
に
投
入
す
る
と

有
害
な
害
虫
の
発
生
と
な
り
ま
す
。
一
度
米
ヌ
カ
や
油
粕
な
ど
を
入
れ
水
を

か
け
醗
酵
熱
で
殺
虫
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。
由布市の農業発展のためさらに努力してまいります。いつでもご相談ください。

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信問大分年金事務所　☎097–552–1211

20歳がスタート！
『国民年金』

　日本に住む20歳から60歳未満のすべ
ての人は国民年金に加入し、保険料を納
めることになっています。皆さんは、国
民年金について考えたことがあります
か？「年金なんてまだ関係ない」と思っ
ていませんか？国民年金は、老後の生活
保障だけでなく、万が一、病気やけがで
障害が残ったときや、一家の働き手が亡
くなったときなど、あなたやあなたの家
族を守ってくれます。ただし、加入の届
け出や保険料の納め忘れがあると年金が
受けられないこともあります。「あのと
きに…」と後悔する前に、国民年金に加
入しましょう！
※20歳前に就職して厚生年金等に加入

している方は、第２号被保険者となっ
ていますので、加入手続きは不要です。

総人口  35,349人（−47）
世帯数  15,421戸（−39）

男  16,955人（−32）
女  18,394人（−15）

12月31日現在 （　 ）は前月比

1819 2016. １　市報ゆふ 市報ゆふ　2016. １
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

文
・
首
藤 

奉
文

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

元
旦
の
朝
は
す
が
す
が
し
い
。
何
か
新
し
い
よ
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、
祈
り
な
が
ら
大
き
な
深
呼
吸
を
し
て
、

新
鮮
な
空
気
を
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
む
と
、
な
ん
だ
か
力
が
み

な
ぎ
っ
て
来
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
き
っ
と

〝
今
年
も
よ
い
年
に
し
よ
う
。
し
っ
か
り
頑
張
ろ
う
〟
と
決

意
も
新
た
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
新
年
は
自
分
を

切
り
替
え
る
一
番
の
節
目
で
す
よ
ね
。

　

家
の
周
り
の
梅
の
木
や
桜
の
木
は
全
て
葉
を
落
と
し
て
寒

そ
う
で
す
。
で
も
、
や
が
て
訪
れ
る
春
に
精
一
杯
の
花
を
咲

か
せ
よ
う
と
既
に
そ
の
準
備
を
始
め
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
。

桜
は
ピ
ン
ク
の
蕾
み
の
時
か
ら
七
分
咲
き
の
頃
、
そ
し
て
満

開
と
言
葉
で
は
表
現
出
来
な
い
程
の
感
動
や
喜
び
そ
し
て
優

し
さ
を
く
れ
ま
す
。
寒
さ
の
中
、
杉
の
木
立
の
陰
で
ひ
っ
そ

り
と
咲
く
梅
の
花
は
目
立
つ
こ
と
な
く
静
か
で
す
が
、
も
の

す
ご
い
忍
耐
と
い
う
力
を
く
れ
ま
す
。
や
が
て
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
ら
し
く
持
て
る
力
を
出
し
切
っ
て
咲
い
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
感
動
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、「
人
は
異
な
る
環
境
の
中
で
生
活
し
、
考
え

や
思
い
も
一
人
ひ
と
り
み
な
違
う
け
れ
ど
、
今
を
自
分
ら
し

く
力
一
杯
頑
張
る
事
が
大
切
だ
」
と
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

花
壇
に
咲
い
て
い
る
花
も
美
し
い
。
道
端
で
人
に
踏
ま
れ

な
が
ら
も
咲
く
名
前
も
知
れ
な
い
小
さ
な
花
も
顔
を
近
づ
け

よ
く
見
る
と
元
気
よ
く
か
わ
い
ら
し
い
。
美
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
今
年
も
自
分
ら
し
く
笑
顔
で
頑
張
り
た
い
で
す
ね
。

　

そ
し
て
、
今
年
も
「
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
ね
。

健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”　由布市では平成25年３月24日に健康立市を宣言しました。

Happy Birthday

あなたの
生まれた
大切な日 豆

ま め だ

田 あいのちゃん
平成２７年１月３１日生　湯布院町川南

多
た だ

田 翔
し ょ う ま

馬くん
平成２６年１月２６日生　湯布院町川上

　お誕生日コーナーへの掲載
を希望される保護者の方は、
事前に総務課（☎097–582–
1111 内線208）へ電話でお
申し込みください。対象は３
歳以下で、市報ゆふのお誕生
日コーナーに掲載されたこと
がない方とします（先着順）。
２月生まれの申込締切は１月
22日㈮、３月生まれの申込
締切は２月16日㈫です。

募集人員 活動期間

応募資格

応募方法

２人 １年間

次の条件に該当する方
・年齢満18歳以上の女性（学生を除く）
・市内に在住または、市内の事業所等に勤務し

ている方
・１年間に20日程度、市や観光協会等の行事

（祭り・テレビ・雑誌など）に参加し、市の
概要や観光等をＰＲできる方

・健康的で明るい方

・自薦、他薦（家族、職場、自治区、友人な
ど）は問いません。

※ただし他薦の場合は、本人の同意を得ること。
・申込書に必要事項を記入の上、持参または郵

送のこと。

審査方法

表彰・賞

申込期日

申込先・問い合わせ

一次審査は書類選考、二次審
査は面接（３月中の土日いず
れかで実施予定）
※審査で惜しくも漏れた方の

公表は一切いたしません。
４月に開催される「ゆふいん
温泉まつり」会場での発表会で
表彰します。副賞として主催者、
後援者から賞品を贈呈します。

２月26日㈮【必着】

〒879-5192　由布市湯布院町川上3738-１
商工観光課（湯布院庁舎） ☎0977-84-3111（内線513）

《応募用紙は商工観光課、各地域振興課窓口に置いています》

平成28年度 由布市キャンペーンレディを募集します！
由布市が大好きな方、由布市の魅力を全国に伝えたい方などやる気のある方大募集です！！

たくさんのご応募お待ちしております。
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